



平成 +0年 ++月 +2日受付平成 +1年 -月 +2日受理
要約 : 産卵中のニホンウズラを放卵直後から 0時間までのいろいろな時間に屠殺し 排卵後の卵の卵管各部
位における滞留時間を検討したその結果排卵は放卵後の +./時間未満に起こり 排卵された卵は 漏斗部
に -*分+時間 膨大部に ,時間,時間 -*分 峡部におよそ -時間前後 子宮部に +3,,時間前後滞留
するとみなされた また 平均放卵間隔は ,/時間 2分であった























齢まで育てたものを使用した 照明は +.L : +*D .時点
灯 条件下で 室温 ,,	.
 湿度 0*	/ 給餌給水は
2 : -*と +0 : **に実施し 自由摂取自由飲水となるよう
留意した
実験方法 放卵を肉眼で確認した後 いろいろな時間
放卵直後 *分 放卵後 +/分 -*分 +時間 ,時間
-時間 .時間 /時間 0時間 に断頭放血により屠殺し
た そして 解剖により卵管を取出し 排卵の有無 卵管
内での卵の滞留部位を確認した その後 卵管から卵を取
除き卵管各部 漏斗部 膨大部 峡部 子宮部 腟部 の
長さを測定した
放卵間隔を確認するため +-時から +1時の間 +*分毎に
産卵の時間を確認した なお 実験には Ct卵と C+卵は除





卵直後 *分 及び +/分後では卵管内に排卵された卵を確
認することができなかった しかし -*分後には漏斗部に
卵を確認することができたまた +時間後には卵は漏斗





告 +/分-*分 と比較すると若干遅いものであった ま
た ニワトリ,. /分.*分 ホロホロチョウ. +/分
-*分 シチメンチョウ/ +/分-*分 アヒル0 +/分
-*分 と比較しても若干遅いものであった







平均放卵間隔 ,/時間 2分	3分 N,- からWOODARD
とMATHER+の報告 漏斗部 : +/-*分膨大部 : ,時間
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卵管の大きさを表 ,に示した それによると 卵管全
体に対する卵管各部の割合は漏斗部 +2.+ 膨大部
.../峡部+3.*及び子宮部+*.-ではWOODARD
とMATHER+の報告 漏斗部 : +2., 膨大部 : .0.3 峡
部 : ,*.+子宮部 : 3.3/腟部 ..3とほぼ同程度の割合を
示したが 腟部 2.+ は大きい結果が得られた また
他の家禽と比較すると卵管全体に対する卵管各部の割合
は漏斗部はニワトリ +..*やホロホロチョウ +..0
より大きく膨大部は若干小さく ニワトリ : .3.3ホロ
ホロチョウ : .0.3 峡部は若干大きく ニワトリ :
+/.3 ホロホロチョウ : +0.+ 子宮部はホロホロチョウ
の割合 +..- が大きくニワトリ ++.2 より若干小さ
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The Timing of Ovulation and the Time Spent
by the Ovum in Oviduct in the Japanese Quail
By
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Summary : Laying Japanese quail were sacriﬁced at various times after oviposition, and the presence
of ovulated ovum in each portion of the oviduct was checked. Ovulation occurred at a time less than
+./ hours. after oviposition, and the ovulated ovum stayed for *./+ hour in the infudibulum, ,,./
hours in magnum, and about - hours in isthmus and +3,, hours in the uterus. The average interval
between oviposition was ,/ hours 2min.
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